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自己注目における省察及び反舗と自己効力感，自尊感情，抑うつ感

との関連
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Corre1ation betwe四 nuninationand reflection in s己lιfocusラandself-efficacyラself-est∞:mand depression 
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百lere1ationships of rumination and reflection with self-focusラse1f-efficacyラself-esteemand 

depressionラaswell as gender differences in th己記re1ationshipsWIぽ己investigated.Resu1ts indicated that 

women nuninated more than men and白atmen reflected more白anwomen. Mor，∞ver， reflection had a 
negative effect on depression in menラwhereasit had no effect on depTl己ssionin women. Previous 

research加ssuggested that reflection does not have an effect in alleviating depression. Resu1ts of this 

study indicated that rumination had a positive effect on depression without regard to sex. However， 

nunination had a negative ir凶uenceon self-efficaιyandse1ι己st悶 nin both sexes. It is concluded that 

negative and persistent nuninations 10wers the self-efficacy and self-esteem 
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問題と目的

抑うつの現象を説明する自己に関する概念として，自己注目(ぉlιfocus)がある。自己注目とは，自己に

注意を向けてし、る状態(坂本， 2005)のことである。注意を向ける対象の自己として，公的自己と私的自

己という 2種類の側面がある。公的自己とは，自分の容姿やふるまいなど，他者から観察されうる側面の

ことである。私的自己とは，感情や動機，態度など，他者が直接観察できないその人のみが体験しうる側

面のことである。

では，自己に注意が向くとどういうことが起こるのかりまず自分自身の行動の適切さが意識されるよう

になり，現実の自己の状態と行動の基準とが比較され，自分の行動を基準に近づけるように行動するよう

になる。現実の自己が基準よりも下回ってし、れば，ネガティブな感情を経験するとされる(坂本， 1997)。

Wicklund (1975)は，自己注目を多く行い，現実の自己が様々な面において基準に達してし、ないことが意

識されると自尊心が低下するだろう，と述べてし、る。また，自己注目することで，自分のことが意識に上

りやすくなったり，自己に関する情報が利用されやすくなったりする(坂本， 1997)。例えば，自分につい
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て考えてし、るときに友達と会うと，自分の悩みや関心事について一方的に話してしまうことがそうである。

自分のことが意識に上りやすくなることで，ある出来事を経験してもその原因が自分にあると思いつきゃ

すくなることがある。これを，原因の内的帰属としづ。

坂本(1997)によれば，抑うっとの関連が指摘されてし、るのは，公的自己と私的自己のうち，他者が観

察不可能でその人のみが体験しうる側面である，私的自己の方である。自己注目が抑うつの発展や維持に

関わってし、ることは，様々な先行研究で明らかになってし、る。例えば，坂本(1997)は，自己注目と抑う

つの3段階モデ、ルを提唱して，自己注目と抑うっとの関連を3段階に整理した。まず，自己注目の始発段

階があり，これは何らかの出来事や刺激に反応して注意が自己に向かう段階のことである。次に，自己注

目の作動の段階があり，これは貯えていた自己に関する情報処理をして意識に上らせる段階である。ここ

での情報内容が否定的な場合に抑うつが生じる可能性が出てくる。最後に，自己注目の持続の段階があ

り，これは時聞が経過しでも自己関連情報の処理が続く段階である。抑うつ気分の時に自己注目を持続さ

せていると抑うつの悪化・持続に結びつくとされている。坂本(1997)は，抑うつ的な学生とうつ病患者

を比較し自己の注目の始発段階では特に大きな差はないが，自己注目の作動段階に大きな差があると指

摘している。抑うつの程度が重いうつ病患者の方が抑うつ的な学生よりも，自己に注意が向いた時の情報

内容がより否定的であるとし、う違いである。

自己注目を多く行えば，自尊感情が低下するだろうと指摘されている (Wickhmd，1975)。これに関連す

る研究として，自己注目と現実自己と理想自己との不一致の関連を調べたSmi出ラIngramぷ Roth(1985)は，

現実自己と理想自己との不一致と，抑うつ及び自己注目とがどのような関連をしているのか，相聞を調べ

た。結果，現実自己と理想自己の不一致と，抑うつ及び自己注目とには両方とも相聞がみられ，現実自己

と理想自己との不一致が増加すれば自己注目や抑うつも高まるとされた。現実自己と理想自己の不一致が

増加することを自尊感情の低下だと捉えたとすれば，自己注目と自尊感情の低下に何らかの関連が見られ

る可能性もある(坂本， 1997)。

GreenbぽgラPyszczynskiラBurlingラ&Tibbs (1992)は，抑うつ的自己注目スタイルと原因帰属との関連を調べ

ている。ここでの抑うつ的自己注目スタイルとは，何らかの失敗体験の後に自己注目を行い，成功体験の

後に自己注目を行うことを避けるスタイルのことである。 Greenbぽget al. (1992)は抑うつ的な人は成

功を内的要因に帰属しにくく，失敗を内的要因に帰属しやすしりとしづ現象は，抑うつ的自己注目スタイ

ルによって生じているのではないか，とし、う仮説を検証するため調査を行った。参加者を抑うつ的自己注

目スタイル群(失敗後に自己注目，成功後に自己注目回避)と非抑うつ的自己注目スタイル群(失敗後に自己

注目回避，成功後に自己注目)に分けて，帰属スタイルを検討したところ，抑うつ的自己注目スタイル群は

成功を内的要因に帰属しにくく，失敗を内的要因に帰属しやすかったO 一方，非抑うつ的自己注目スタイ

ル群は，成功を内的要因に帰属し失敗を内的要因に帰属しにくい，ということが分かったO

Trapnell & Campbell (1999)は，動機と性格5因子論との関連から，不適応的である反甥 (nunination) と

適応的である省察 (reflection)の2つに自己注目を分類した。反甥は自己への脅威や喪失，不正によって

動機づけられ，省察は自己への好奇心や興味によって動機づ、けられているとされる。反甥は性格5因子論

の神経症傾向と関連し，省察は開放性と関連しているとされる。すなわち，反甥は抑うつや不安と関連す

る不適応的な側面とされ，省察は自己理解を促し，問題解決や気分制御と関連する適応的な側面とされて

円，
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いる(高野・丹野， 2008)。国内における反須の研究としては，例えば，反甥と対人不安に正の関連がある

としづ研究(佐々木ら， 2005)や，反甥は抑うつのリスクファクターであり，また反甥はストレスが抑う

つに与える効果を増幅する作用があるとしづ研究(高野・丹野， 2009)などがある。また， No1en-Hoeks己ma，

Larsonラ&Grayson (1999)によれば，抑うっと反甥には性差があり，男性よりも女性の方が抑うつや反甥に

陥りやすいとしている。

一方，省察について，高野・丹野 (2009)は，適応的な側面であると言われていながら未だ不明な部分

の多い概念であると述べており，これから研究が必要とされる概念であると思われる。坂本(1997)は，

ポジティブな自己注目が抑うつや不安などからの回復に寄与する可能性があると述べている。省察は，ポ

ジティブな自己注目であるしまた，反傍が抑うつのリスクファクターならば，省察が抑うつを緩和する

可能性もある。反甥には性差があると述べられている (No1en-Hoeksemaetal.， 1999)が，省察の性差につ

いて検討した研究は見当たらない。

上述したように，反須と省察については，抑うつや不安といったネガティブ、な概念との関連を検討した

研究が見られるが，ポジティブ、な概念と検討した研究は見当たらない。高野・丹野 (2009)は，近年ポジ

ティブな感情と反甥との関連を検討した研究も行われていると述べているが，国内では見当たらない。抑

うっと反傍及。清察との関連が見られているのならば，抑うっとは対極的な概念も反甥及。渚察と関連が

見られる可能性がある。例えば，自尊感情σつ低下と自己注目が関連する (Smithet al.， 1985)ならば，反甥

や省察も自尊感情と関連する可能性がある。

また，反甥が自己への脅威や喪失，不正によって動機づけられているのならば，自己効力感と負の関連

を示す可能性があり，さらに，省察が自己理解や問題解決を促すのならば，自己効力感と正の関連を示す

可能性がある。 Gr;∞nberget al. (1992)は，抑うつ的自己注目スタイル群は，成功を内的要因に帰属しにく

く，失敗を内的要因に帰属しやすいと指摘しているが，このような帰属スタイルは自己効力感も低くなる

可能性が考えられる。抑うつ的自己注目スタイルによって自己効力感が低くなる可能性があるならば，反

甥及び省察と自己効力感にも関連がある可能性がある。

そこで，本研究では，反甥が自己効力感や自尊感情とどのような関係にあるのか検討することを第lの

目的とする。次に，省察がどのような機能を持つのかより明らかにするために，省察が抑うつ，自己効力

感，自尊感情とどのような関係にあるのか検討することを第2の目的とする。さらに，反甥と省察に性差

があるかどうか検討し性差があるならば十胡IJによって反甥及び省察と，自己効力感及び自尊感情，抑う

っとの関連が変わるのかどうか検討することを第3の目的とする。

具体的には，以下の仮説を検討する。

仮説1r省察」及び「反甥」得点には性差がある。

仮説2男女とも「省察」得点が高い人ほど自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点が高い。

仮説3男女とも「省察」得点が高い人ほど抑うつ尺度得点が低い。

仮説4男女とも「反甥」得点が高い人ほど自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点が低い。

仮説5男女とも「反甥」得点が高い人ほど抑うつ尺度得点が高い。

仮説6男女とも「省察」得点は自己効力感凡度得点及び自尊感情尺度得点、に正の影響，抑うつ尺度得点に

負の影響を及ぼす。
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仮説7男女とも「反甥」得点は自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点に負の影響，抑うつ尺度得点に

正の影響を及ぼすり

方法

分析対象者及び手続き

調査対象者263名に質問紙を配布し， 240名から回収した。そのうち，回答に空欄のあった 10名を除い

た230名(有効回答率87.5%)を分析対象者とした。このうち，男性が 115名で，女性が 115名であった。

男性の平均年齢は20.92歳でSD=0.70，女性の平均年齢は20.75歳でSD=0.79で、あったO 調査は2011年 11

月下旬に行った。講義時聞の一部を利用して質問紙を配布し，集団による無言己名自記式質問紙調査を行っ

た。所要時間は20分だった。

質問紙の構成

特性的自己効力感尺度 (成田・下仲・中里・河合・佐藤・長田， 1995以下，自己効力感尺度)を使

用した。 23項目， 1因子構造で構成されており，各項目内容が自分自身にどのくらいあてはまるかについ

て， 5段階で評定させた (5 そう思う， 4 少しそう思う， 3 どちらともいえない， 2 あまりそう思わ

ない， 1 そう思わなし、)。

自己開面式抑うつ尺度 自己刊面市卯うつ尺度の日本語版(福田・小林， 1973 以下，抑うつ尺度)を

使用した。「主感情J (2項目)， r生理的随伴症状J (8項目)， r心理的随伴症状J (10項目)から成る

23項目で構成されている。各項目内容が自分自身の今の状態にどのくらいあてはまるかについて， 4段階

で評定させた(4:ほとんどいつもある， 3 少しある， 2 あまりない， 1 ほとんどなし、)。

Rum血at.ion-Retlect.ion Quest.ionnaire目材喜版 Trapnell& Campbell (1999) らが作成した自己効

力感凡度の日本語版(高野・丹野， 2008 以下，反窃省察尺度)を使用した。 r省察J (12項目)， r反

甥J (12項目)から成る24項目で構成されている。各項目内容が自分自身にどのくらいあてはまるかにつ

いて， 5段階で評定させた (5:よく当てはまる， 4:少し当てはまる， 3:どちらともいえない， 2 あまり

当てはまらない， 1 当てはまらなし、)。

自尊感情尺度 Rosenbぽg，M.(1965) らが作成した自尊感情尺度の日本語版(山本・松井・山成， 1982) 

を使用した。 10項目， 1因子構造で構成されており，各項目内容が自分自身にどのくらいあてはまるかに

ついて， 5段階で評定させた (5:当てはまる， 4 少し当てはまる， 3 どちらともいえない， 2 あまり

当てはまらない， 1 当てはまらなし、)。

フzイス項目 参加者の性別，年齢について尋ねた。なお，本調査で用いた質問紙を資料として巻末に

添付した。

結果

各尺度と各下位尺度の記述統計量と信頼性の横酎

自己効力感尺度得点，抑うつ尺度得点，自尊感情尺度得点の平均値と，反甥省察尺度の下位尺度である

「反甥」得点と「省察」得点の平均値，標準偏差をTab1e1 に示した。

次に，質問紙に使用した各尺度得点と各下位尺度得点について，尺度全体及び下位尺度の信頼性を検討

89 



Table 1 

各尺度得点と下位尺度得点の平均値と標準偏差

平均値 SD 

自己効力感 69.8 13.49 

抑うつ 42.13 8.66 

反甥 4l.54 8.30 

省察 38.52 8.68 

自尊感情 3l.92 8.04 

Table2 

「省察」得点と「反甥」得点の性別ごとの平均値と標準偏差

平均値 SD t値

反甥 男性 39.97 7.87 -2.933** 

女性 43.12 8.44 

省察 男性 39.77 8.35 2.198* 

女性 37.27 8.87 

*p<.05ラ**p<.OI

した。自己効力感尺度において， Cronbachσ:信頼性係数はα=.89であった。また，抑うつ尺度においては

G二割，反甥省察尺度においてはα=.88，自尊感情尺度においてはα=.89であった。いずれも十分な値

で内的一貫性が確認できたため，各尺度を以降の分析で採用することとした。反甥省察尺度の下位尺度の

Cronbach広信頼性係数は反須」がα=.86，r省察」がα=.86であった。いずれも十分な値で内的一貫性

が確認できたため，各下位尺度を以降の分析で採用することとした。

「反調』と「省察」の性別ごとの t検定

「省察」及び「反甥」得点には性差があるとしづ仮説 lを検討するために，独立サンプルの t検定を行

った。十生別ごとの「省察」得点と「反甥」得点の平均値，SD，d直の結果をTable2に示した。「反甥」得点

と「省察」得点には有意差が見られた。「反甥」は女性の方が男性よりも有意に得点が高く (t(228)= -2.933ラ

p<.0l) ， r省察」は男性の方が女性よりも有意に得点が高かった (t(228) =2.l98ラp<.05)。よって，反甥省察

尺度においてのみ性差があることが分かり，仮説lは，支持された。また，これ以降の分析はt生別ご、とに

分析対象者を分けて行った。

「反担』及び「省察』と自己効力感の関連

男女とも「省察」得点、が高い人ほど自己効力感尺度得点が高いとしづ仮説2と，男女とも「反甥」得点、

が高い人ほど自己効力感尺度得点、利品、としづ仮説4を検討するため，分析対象者の「省察」得点、の平均

値38.52によって，分析対象者を「省察」得点の高群(人"'=110) と低群(八王二120)に分けた。同様に，分

析対象者の「反甥」得点の平均値4l.54によって，分析対象者を「反甥」得点の高群 (.N=120) と低群

(人と110)に分けた。独立変数を2(性別ー男性，女性) X2 ( r反甥」高群，低群) X2 ( r省察J:高群，
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低群)とし，従属変数を自己効力感尺度得点とした3要因分散分析を行った。

「反甥」には主効果が見られ反甥」得点低群の方が「反傍」得点高群よりも自己効力感尺度得点が有

意に高かった(F(lラ222)=16.82ラp<.01)。また省察」には主効果が見られ省察」得点高群の方が「省

察」得点低群よりも自己効力感尺度得点が有意に高かった (F(1 ，222) =15.96ラp<.01)。一方，性別の主効果

は有意ではなかった。また，十生別と「反甥」得点省察」得点において，有意な交互作用は見られなかっ

た。

『反掴』及び「省察』と自尊感情の関連

男女とも「省察」得点が高い人ほど自尊感情尺度得点が高いとしづ仮説2と，男女とも「反甥」得点が

高い人ほど自尊感情尺度得点が{品、としづ仮説 4を検討するため，独立変数を 2(十生別男性，女十白 X2

( r反甥」高群，低群) x2 ( r省察」 高群，低群)とし，従属変数を自尊感情尺度得点とした 3要因分

散分析を行った。「反甥」には主効果が見られ反窃」得点低群の方が「反甥」得点高群よりも自尊感情

尺度得点が有意に高かった (F(l，222)= 23.47ラp<.01)。また省察」には主効果が見られ省察」高群の

方が「省察」低群よりも自尊感情尺度得点が有意に高かった (F(1 ，222) =6.40ラPく05)。一方，十生別の主効果

は有意で、はなかった。また，十胡IJと「反甥」得点省察」得点において，有意な交互作用は見られなかっ

た。

「反担』及び「省察』と抑うつの関連

男女とも「省察」得点、が高い人ほど抑うつ尺度得点、が低いとしづ仮説3と，男女とも「反傍」得点、が高

い人ほど抑うつ尺度得点が高いとしづ仮説5を検討するため，独立変数を2(十生別男性，女性) x2 ( r反

窃」高群，低群) x2 ( r省察J:高群，低群)とし，従属変数を抑うつ尺度得点、とした3要因分散分析を

行ったo I反甥」には主効果が見られ反甥」得点高群の方が「反甥」得点低群よりも抑うつ尺度得点が

有意に高かった (F(1，222)= 17.56，p<.01)o r省察」には有意な主効果は見られなかったが省察」得点

低群の方が「省察」得点高群よりも抑うつ尺度得点が高し、傾向が見られた (F(1，222)=2.77， p<.10)。一方，

性別の主効果は有意ではなかったO また，性別と「反甥」得点省察」得点において，有意な交互作用は

見られなかった。

上記の分散分析の結果から反甥」得点高群は「反甥」得点低群よりも抑うつ尺度得点が高く反甥」

得点低群は「反甥」得点高群よりも自己効力感尺度得点と自尊感情尺度得点が高いことが分かったO また，

「省察」得点高群は「省察」得点低群よりも自己効力感尺度得点と自尊感情尺度得点が高く省察」得点

低群は「省察」得点高群よりも抑うつ尺度得点が高し、傾向にある事が分かった。よって，仮説2，4， 5が

支持された。また，仮説3については支持する傾向が見られた。

各尺度と各下位尺度の性別ごとの相関係数

男女とも「省察」得点は自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点に正の影響，抑うつ尺度得点に負の

影響を及ぼすとしづ仮説6と，男女とも「反甥」得点は自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点に負の

影響，抑うつ得点に正の影響を及ぼすとしづ仮説7を検討するため，男性の自己効力感尺度得点と抑うつ

尺度得点反甥」得点省察」得点，自尊感情尺度得点との間で相関係数を算出した。相関係数の結果

はTab1e3に示したとおりで、あったO 抑うつ尺度得点と「反甥」得点，自己効力感凡度得点と「省察」得点，

自尊感情尺度得点と「省察」得点には有意な弱い正の相聞が見られた。また，抑うつ尺度得点と「省察」
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得点，自己効力感尺度得点と「反甥」得点，自尊感情尺度得点と「反甥」得点には有意な弱し、負の相聞が

Tab1e 3 

男性の各尺度の相関係数

抑うつ 反甥 自己効力感 省察 自尊感情

抑うつ

反甥

自己効力感

省察

自尊感情

317 ** 

-.667 ** -.214 * 

*
 
*
 
声、，d声、，d今JM 276 ** 332 ** 

-.715 ** 335 ** 689 ** 256 ** 
*pく.05ラ**p<.01

Tab1e4 

女性の各尺度の相関係数

叩うつ 与a. 自己効力感 1i察 自尊感官

抑うつ

反甥

自己効力感

省察

自尊感情

346 ** 

-.513 ** -.204 * 

102 507 ** 118 

-.726 ** -.274 ** 573 ** -.004 

*pく.05ラ**p<.01

見られた。

女性の自己効力感凡度得点、と抑うつ尺度得点反甥」得点省察」得点，自尊感情尺度得点、との聞の

相関係数はTab1e4に示したとおりで、あった。抑うつ尺度得点と「反甥」得点には有意な弱い正の相聞が見

られた。また，自己効力感凡度得点、と「反甥」得点，自尊感情尺度得点と「反甥」得点には有意な弱し、負

の相聞が見られた。一方で，自己効力感尺度得点、と「省察」得点，自尊感情尺度得点と「省察」得点，抑

うつ尺度得点と「省察」得点には相聞が見られなかった。

各尺度と各下位尺度との性別ごとの重回帰分析

仮説6，7を検討するため，男性の「反甥」得点、と「省察」得点の2つを説明変数，男性の自己効力感凡度

得点、と抑うつ尺度得点，自尊感情尺度得点、を基準変数とした重回帰分析(強制投入法)を実施した。男性

の重回帰分析の結果の標準編回帰係数 (jJ)と重決定係数 (Rうの数値の値を Tab1e5に示した。どの標準

編回帰係数(戸)も重決定係数 (Rうも有意な値となったO 男性の「反甥」得点は，男性の抑うつ尺度得

点、に正の影響を及ぼし，また，男性の自己効力感尺度得点，自尊感情尺度得点、に負の影響を及ぼしていた。

特に男性の「反甥」得点から男性の自尊感情尺度得点への影響が戸=-.439で最も高し可直となった。男性

の「省察」得点は，男性の自己効力感尺度得点，自尊感情尺度得点に正の影響を及ぼし，また，男性の抑

n
4
 

0
3
 



Table 5 

男性の「反拐」 「省察」と各従属変数の重回帰分析結果

反容3 省察 R2 

自己効力感 331 ** 423 ** 211 ** 

抑うつ 419 ** 371 ** 228 ** 

自尊感情 -.439 ** 377 ** 244 ** 

**p<.OI 

Table 6 

女性の「反容~J 「省察」と各従属変数の重回帰分析結果

反拐 省察 R2 

自己効力感 354 ** 297 ** 107 ** 

抑うつ 396 ** 099 ll.S 127 ** 

自尊感情 366 ** 182十 100 ** 
十p<.10ラ**p<.OI

うつ尺度得点に負の影響を及ぼしていた。次に，女性の「反須」得点と「省察」得点の2つを説明変数，

女性の自己効力感尺度得点と抑うつ尺度得点，自尊感情尺度得点を基準変数とした重回帰分析(強制投入

法)を実施した。女性の重回帰分析の結果の標準編回帰係数 (jJ)と重決定係数 (Rう¢数値¢値をTable

6に示した。

女性の「反甥」得点は，女性の抑うつ尺度得点に正の影響を及ぼし，また，女性の自己効力感尺度得点，

自尊感情尺度得点に負の影響を及ぼしていた。女性の「省察」得点は，女性の自己効力感尺度得点に正の

影響を及ぼしていた。しかし，女性の「省察」得点は女性の抑うつ尺度得点に有意に影響を及ぼさず，女

性の自尊感情尺度得点への影響も有意傾向にとど、まった。

考察

「反調』と「省察』の性差

「反甥」得点と「省察」得点には男女間で有意差が見られた。「反甥」得点は，女性の方が男性よりも有

意に得点が高かった。「省察」得点は，男性の方が女性よりも有意に得点が高かった。このことから省

察」及び「反甥」得点には性差があるとしづ仮説lは，支持された。

本研究の「反甥」の性差については， Nolen-Ho己ksemaet al. (1999)の結果と同じく，女性の方が男性よ

りも「反甥」しやすいとしづ結果になった。 Nolen-Hoeksemaet al. (1999)は，女性は社会的重圧や家庭の

負担といった統制不可能な状況に直面しやすく，この統制不可能感を高めることで「反甥」に陥りやすく

なると述べている。

『省察』得点と自己効力感得点，自尊感情得点及び抑うつ得点の関連

「省察」得点高群は「省察」得点低群よりも自己効力感尺度得点と自尊感情尺度得点が高く省察」得

点低群は「省察」得点高群よりも抑うつ尺度得点が高し、傾向にあったことから，男女とも「省察」得点が
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高い人ほど自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点が高いとしづ仮説2は，支持された。男女とも「省

察」得点が高い人ほど抑うつ尺度得点が{品、としづ仮説3については，有意傾向であるが一応支持さされ

た。抑うっとの関連については，先行研究でも本研究と類似した結果が出ている。例えば，高野・丹野

(2010)の研究では，構造方程式モデリングによって「反甥」及び「省察」と他の変数との関連を検討し

た結果省察」から抑うつへのパスが比較的小さいものであったと述べてし、る。また，高野・丹野 (2009)

の研究では省察」と抑うつの相関係数を算出し相聞が見られなかった，と述べている。これらの結果

から省察」は自己効力感や自尊感情には効果を及ぼすことが期待できるが，抑うっとは弱し、関連しかな

く省察」が抑うつを緩和するような効果はない可能性が示唆される。

『反掴」得点と自己効力感得点，自尊感情得点及び抑うつ得点の闘連

「反須」得点高群は「反甥」得点低群よりも抑うつ尺度得点が高く反甥」得点低群は「反須」得点高

群よりも自己効力感凡度得点と自尊感情尺度得点、が高かったことから，男女とも「反甥」得点が高い人ほ

ど自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点が低いとしづ仮説4と，男女とも「反甥」得点、が高い人ほど

抑うつ尺度得点が高いとしづ仮説5は，支持された。「反甥」と抑うつの関係については，高野・丹野 (2009)

などの先行研究の結果と一致した。「反須」と自己効力感及び自尊感情との関係については，前節の「省察」

と自己効力感及び自尊感情との関連も含めて反甥」が不適応的な自己注目であり省察」が適応的な

自己注目であることを支持する結果であると言える。また反甥」得点が高い人ほど自己効力感や自尊感

情が{品、としづ結果は， rr反甥』は自己への脅威や喪失，不正によって動機づ、けられている」とし、う
Trapnell & Campbell (1999)の定義の内容を支持する結果であると言える。

『省察』得点が自己効力感得点，自尊感情得点及び抑うつ得点に及ぼす影響

男性において「省察」得点と自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点には弱し、正の相聞が，抑うつ尺

度得点とは弱し、負の相聞が見られた。一方，女性において「省察」得点と自己効力感尺度得点及び自尊感

情尺度得点，抑うつ尺度得点には相聞が見られなかった。また，男性において「省察」得点は，自己効力

感尺度得点，自尊感情尺度得点に正の影響を，抑うつ尺度得点に負の影響を及ぼしていた。女性において

「省察」得点は自己効力感尺度得点に正の影響を及ぼしていた。抑うつ尺度得点には影響を及ぼさず，自

尊感情尺度得点への影響も有意傾向にとどまったO このことから，男女とも「省察」得点は自己効力感尺

度得点及び自尊感情尺度得点に正の影響，抑うつ尺度得点に負の影響を及ぼすとしづ仮説6は，男性の場

合は支持したが，女性の場合は支持されなかったO 男性において「省察」は抑うつに負の影響を及ぼして

おり，これは省察」は抑うつを緩和するような効果はない可能性がある，とした考察と矛盾する。しか

し女性において「省察」は抑うつに影響を及ぼさないという，男性とは異なった結果が出てし、る。この

結果より省察」と抑うつの関係は性別によって違うものであった可能性が示唆されるO 本研究で行った

相関分析では，男性において「反甥」と「省察」は弱し、相関であったが，女性において「反甥」と「省察」

は比較的5齢、相聞があった。ここからも，本研究の男性と女性は別の相生を持った参加者であった可能{生

が考えられる。

女性において「省察」と抑うつに仮説どおりの結果が出なかったことについて， Takano & Tanno (2009) 

は「反甥」が「省察」を打ち消す可能性があることを述べている。 Takano& Tanno (2009)は省察」

から「反甥」へ一方向な因果関係があることを示した。「省察」は「反甥」と同居しうるもので反甥」
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の存在のために「省察」の適応的な効果が打ち消される可能性を示唆している。本研究の女性の「反甥」

得点と「省察」得点には比較的強い正の相聞があり，また男性よりも女性の方が「反窃」得点が高く反

甥」に陥りやすかったO このことから，本研究の女性の場合はTakano& Tanno (2009)が述べているよ

うに反甥」と「省察」が同居して存在し反甥」が「省察」の適応的な効果を打ち消した可能性が考

えらnる。
男性の「省察」と自己効力感，自尊感情との関連は，分散分析の結果を支持する結果と言える。女性の

「省察」と自己効力感の関連も同様で，また，自尊感情についても有意傾向ではあるが正の影響を及ぼし

ている。今後も性差を含め，省察の機能や他変数との関連を検討していくことが必要である。

「反調』得点が自己効力感尺度得点，自;尊劇育尺度得点及び抑うつ尺度得点に及ぼす影響

男性において「反甥」得点と抑うつ尺度得点とには~~v 、正の相聞が，自己効力感尺度得点と及び自尊感

情尺度得点には弱し、負の相聞が見られた。一方，女性において「反窃」得点と抑うつ尺度得点には弱し、正

の相聞が，自己効力感尺度得点及び自尊感情尺度得点には弱し、負の相聞が見られた。また，男性において

「反窃」得点は抑うつ尺度得点に正の影響を，自己効力感尺度得点，自尊感情尺度得点に負の影響を及ぼ

していた。女性において「反須」得点は抑うつ尺度得点に正の影響を，自己効力感尺度得点，自尊感情尺

度得点に負の影響を及ぼしていた。このことから，男女とも「反甥」得点は自己効力感尺度得点及び自尊

感情尺度得点に負の影響，抑うつ尺度得点に正の影響を及ぼすとしづ仮説7は，支持された。

「反甥」が抑うつに及ぼす影響については，先行研究と一致する結果が得られた。また，この結果から

「反甥」を行うことで自己効力感や自尊感情を下げてしまう可能性が考えられる。これは，自己注目を「反

窃」と「省察」に分類はしていないが， Smith et al. (1985)の自己注目と自尊感情の研究を支持する結果で

ある。「反甥」はネガティブで持続的な思考を特徴としている (Trap-nell & Campbell， 1999)ため，自分

について否定的に捉えた自己注目を続けることで，自己効力感や自尊感情が下がってしまう可能性はある。

今後は反甥」が自己効力感や自尊感情を低くするのかどうか縦断的に検討していく必要がある。

今後の課題

第ーに「反甥」と「省察」にっし、て、その機能や他変数との関連にっし、て，さらに検討していく必要が

ある。「反甥」については，自己効力感や自尊感情を低くする働きをするのかどうれ縦断的に検討していく

必要がある。また省察」については，さらに研究を重ね，その機能について検討していく必要がある。

本研究では，抑うつを緩和する効果はない可能性が示唆されたが，これについても今後十分に検討される

必要がある。

第二に反甥」と「省察」の性差について今後検討していく必要がある。本研究では「省察」に性差が

見られたが、これは先行研究にはない結果であり，生じた理由について検討する必要がある。同様に反

甥」についても、なぜ性差が生じたのか，明らかにする必要がある。
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